
議員氏名：根岸 ゆき子 

議案番号：陳情第８号 

案 件 名：子どもたちの今、将来、町の未来を守るために現行新庁舎建設事業の見直しを求める

陳情 

討論内容： 

私は陳情の第８号に反対の立場で討論いたします。 

委員会を振り返りまして、総じて新庁舎建設による財政負担が大き過ぎるだろうというお話があ

ったかなというふうに思っております。 

陳情者の訴える道路、エアコン、学校教育、学校トイレ、地区の体制づくりなどなど、ご心配、ご

懸念は、議会の中でもおっしゃるとおりのところを思っている次第です。 

しかしながら、陳情は、新庁舎建設に対し、一旦立ち止まって１から考え直してほしいというこ

とでありました。が、担当課は走りながら見直しをして進めているところです。 

過去１０年の間で、１からの振出しに戻ったという気持ちになったことも私も幾度かありました。

白紙という言葉が町側から出たこともありました。１０年の中では、町民ワークショップのご意見

も踏まえて現在の場所となっております。 

今年に入り、あらがいようのない社会情勢の変化、１０年前にはこのような見通しをしていませ

んでしたが、この８月対応すべく、財政見通しの仕切り直しをして投資的事業の延期すべきを延期

するという考えを打ち出しました。 

中でも、地域集会施設については着実に進めます。陳情者の方もかねてより言っておられた内容

なので、そこは評価をいただきたいと思っています。 

社会情勢の変化は経済のゆがみにとどまらず、昨今の怒濤の被災状況を目の前にして、町民の命

を守るために職員の命が守られ、想定外の災害でもチームワークで職務執行に当たってもらうため

の器づくりは必須と考えます。立ち止まることによる遅れは、現段階では必要ないと捉えておりま

す。 

よって、陳情項目１と２にある現行新庁舎建設事業の見直しという意味が、立ち止まって１から

考え直すという意味をなすようですので、本陳情には反対を表明するものです。以上です。 


